
第
十
六
章
書
籍
の
業
績

最
近
に
於
け
る
読
書
界
の
趨
勢
を
紹
介
す
る
と
い
っ
て
も
、
私
の
取
扱
ふ
分
野
は
、
お
の
づ
か
ら
、
私
の
関
係
す
る
帝
国
図
書

館
の
閲
覧
者
と
い
ふ
特
定
の
読
者
層
に
つ
い
て
観
察
し
た
も
の
に
限
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
図
書
館
が
社
会
人
の

書
斎
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
顕
は
れ
る
閲
覧
の
傾
向
は
、
や
が
て
現
代
の
読
書
界
の
動
向
を
表
示
す
る
一
断
面
と
し
て
、

読
書
人
に
と
っ
て
は
多
少
の
興
味
を
感
じ
得
る
こ
と
で
あ
ら
う
と
恩
ふ
。

図
書
館
の
閲
覧
者
は
一
般
的
に
学
生
が
多
い
。
平
日
で
も
過
半
数
に
の
ぼ
る
の
で
あ
る
。
帝
国
図
書
館
は
勿
論
我
国
最
高
の
機

関
で
あ
る
が
、
倫
敦
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ミ
ュ
ズ
ィ
ー
ア
ム
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
や
、
巴
里
の
ピ
ブ
リ
オ
テ
ク
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な

当
時
の
出
版
事
情

980

丸
善
出
版
の
和
書
は
、
理
学
。
工
学
害
が
主
で
あ
っ
た
か
ら
時
勢
に
煩
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
逐
次
出
版
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
れ
ぞ

れ
に
つ
い
て
は
資
料
編
出
版
書
目
録
に
詳
し
い
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。

一
方
「
学
鐙
」
昭
和
十
一
年
六
月
号
に
、
松
本
喜
一
の
「
最
近
読
書
界
の
趨
勢
」
と
題
す
る
興
味
あ
る
記
事
が
あ
り
、
当
時
の
我
が

国
の
和
書
の
動
向
を
知
る
上
で
大
い
に
参
考
に
な
る
と
思
う
か
ら
次
に
そ
の
抄
文
を
掲
載
し
て
お
く
。
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ど
と
違
っ
て
、
満
十
五
歳
以
上
の
も
の
な
ら
誰
で
も
自
由
に
登
館
し
得
る
制
度
に
な
っ
て
ゐ
る
の
で
、
六
、
七
月
の
青
葉
の
頃
や
、

十
一
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
の
秋
冬
の
交
は
勿
論
、
二
月
三
月
の
春
の
季
節
に
は
殊
に
学
生
が
多
い
。
こ
の
頃
は
所
謂
図
書
館

の
ス
ィ
ー
ズ
ン
で
、
と
み
に
激
増
す
る
学
生
群
が
朝
来
館
前
に
殺
到
し
て
、
開
館
前
一
時
間
と
い
ふ
に
既
に
入
館
を
待
ち
わ
ぶ
る

人
々
の
行
列
は
、
腕
艇
と
し
て
長
蛇
の
如
く
寛
永
寺
の
ほ
と
り
ま
で
続
く
の
が
常
で
あ
る
。
職
業
別
統
計
に
よ
る
と
学
生
は
全
閲

覧
者
の
六
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
ふ
高
度
に
の
ぼ
る
こ
と
が
少
く
な
い
。
そ
の
結
果
と
し
て
一
般
の
調
査
研
究
者
は
入
館
難
に
少
か

ら
ず
悩
ま
さ
れ
る
の
で
、
中
に
は
悪
貨
は
良
貨
を
駆
逐
す
と
叫
ん
だ
り
、
こ
れ
で
は
帝
国
図
書
館
で
な
く
て
受
験
図
書
館
だ
と
憤

慨
す
る
者
も
少
く
な
い
の
で
、
当
事
者
た
る
私
ど
も
は
こ
の
問
題
に
は
殊
に
困
惑
さ
れ
て
ゐ
る
。
（
中
略
）

か
う
し
た
情
態
の
も
と
に
お
い
て
、
過
去
一
年
間
に
於
け
る
閲
覧
傾
向
を
た
ど
っ
て
見
る
の
に
、
第
一
に
私
ど
も
の
眼
に
映
ず

る
の
は
、
実
社
会
の
動
き
が
直
ち
に
読
書
に
反
映
す
る
と
い
ふ
一
）
と
で
あ
る
。
先
づ
思
想
的
方
面
に
於
て
は
前
年
来
の
フ
ア
シ
ズ

ム
が
依
然
そ
の
勢
力
を
持
続
し
て
、
国
家
主
義
が
思
想
生
活
の
中
核
を
為
せ
る
観
を
呈
し
、
殊
に
国
体
の
明
徴
が
高
唱
さ
れ
て
ゐ

る
結
果
は
、
必
然
的
に
多
数
の
読
者
か
ら
要
求
さ
れ
る
図
書
の
中
に
は
、
「
日
本
精
神
の
本
質
（
井
上
哲
次
郎
）
」
「
日
本
精
神
概

説
（
清
原
貞
雄
）
」
「
倫
理
学
上
よ
り
観
た
る
日
本
精
神
（
吉
田
静
致
）
」
「
日
本
精
神
読
本
（
小
山
松
吉
）
」
「
日
本
精
神
（
紀
平
正

美
）
」
「
続
日
本
精
神
史
研
究
（
和
辻
哲
郎
）
」
な
ど
が
あ
り
、
更
に
古
事
記
、
日
本
書
紀
、
神
皇
正
統
記
な
ど
の
古
典
が
総
か
れ

て
ゐ
た
。
ま
た
昨
年
は
国
体
明
徴
に
関
聯
し
て
、
政
府
に
於
て
は
高
等
試
験
委
員
の
更
迭
を
断
行
す
る
と
共
に
、
憲
法
講
習
会
を

開
催
し
て
帝
国
憲
法
の
根
本
義
を
閲
明
す
る
に
努
め
た
結
果
、
国
家
試
験
に
応
ぜ
ん
と
す
る
学
徒
以
外
に
、
一
般
閲
覧
人
中
に
憲

法
の
検
討
が
目
立
つ
に
至
っ
た
の
も
亦
時
局
の
反
映
と
観
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
（
中
略
）
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さ
ら
に
日
本
精
神
の
問
題
と
関
聯
し
て
日
本
農
民
の
社
会
的
地
位
が
論
ぜ
ら
れ
、
農
村
に
於
け
る
封
建
性
の
問
題
が
再
燃
し
来

っ
て
、
こ
れ
に
現
実
問
題
の
結
合
せ
る
こ
と
か
ら
、
農
村
問
題
の
再
検
討
が
促
さ
れ
た
結
果
、
「
農
村
問
題
対
策
（
助
川
啓
四
郎
）
」
、

「
農
村
更
生
の
原
理
（
本
位
田
祥
男
ピ
、
「
如
何
に
し
て
農
村
を
救
ふ
べ
き
か
（
佐
藤
浅
五
郎
）
」
等
が
可
成
に
読
ま
れ
て
ゐ
た
こ

と
も
亦
注
目
に
値
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

時
局
の
影
響
と
し
て
国
防
問
題
、
陸
海
軍
、
航
空
等
に
関
す
る
図
書
が
一
年
を
通
じ
て
熟
読
さ
れ
た
こ
と
も
見
の
が
す
こ
と
は

出
来
な
い
。
殊
に
軍
需
品
景
気
の
関
係
か
ら
化
学
工
業
熱
に
拍
車
を
加
へ
た
為
め
、
こ
の
部
門
に
属
す
る
図
書
が
多
く
読
ま
れ
て

ゐ
る
。
例
へ
ぱ
「
ゴ
ム
工
業
（
波
田
強
一
）
」
、
「
染
料
化
学
（
高
岡
斉
）
」
、
「
塗
料
及
塗
装
法
（
清
水
正
雄
）
」
、
「
硝
子
（
上
田
清
）
」

等
が
屡
々
出
納
手
の
手
に
か
Ｌ
つ
た
の
も
当
然
な
現
象
と
見
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
本
館
の
利
用
者
中
に
産
業
界
の
人
穴
が
激
増
し

た
こ
と
は
、
図
書
館
が
単
に
学
生
や
有
閑
階
級
の
機
関
で
な
い
こ
と
を
実
証
す
る
も
の
で
あ
り
、
更
に
読
書
が
生
活
の
欠
く
べ
か

ら
ざ
る
要
素
と
な
っ
た
こ
と
を
如
実
に
物
語
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

従
来
青
年
学
徒
の
寵
児
た
る
観
が
あ
っ
た
社
会
科
学
に
関
す
る
図
書
は
、
今
や
殆
ん
ど
顧
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
、
自
然
科
学
が

こ
れ
に
代
は
る
に
至
っ
た
こ
と
は
図
書
館
に
於
け
る
著
し
い
現
象
の
一
つ
で
あ
る
。
（
中
略
）
試
み
に
こ
の
方
面
の
図
書
中
比
較

的
多
く
閲
読
せ
ら
れ
る
も
の
を
挙
げ
る
と
へ
「
自
然
科
学
概
論
（
石
原
純
）
」
、
「
万
有
科
学
大
系
（
仲
摩
照
久
編
）
」
、
「
生
物
学
通
論

（
大
島
正
満
）
」
、
「
初
等
天
文
学
講
話
（
山
本
一
情
）
」
、
「
波
動
論
（
庄
司
彦
六
）
」
、
「
動
物
と
人
生
（
宮
島
幹
之
助
）
」
、
「
数
学
史
研

究
（
小
倉
金
之
助
）
」
、
「
力
学
（
田
丸
卓
郎
）
」
、
「
級
数
論
（
岡
田
良
知
）
」
、
「
銀
（
渡
辺
万
次
郎
）
」
等
が
あ
る
。
殊
に
私
ど
も
の

注
意
を
惹
く
の
は
烏
類
に
関
す
る
図
書
が
多
数
の
読
者
を
吸
収
し
て
ゐ
る
一
）
と
で
あ
る
。
即
ち
月
刊
雑
誌
「
野
鳥
」
を
始
め
と
し
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て
「
虫
鳥
と
生
活
す
る
（
中
西
悟
堂
）
」
、
「
野
鳥
と
共
に
（
同
上
）
」
、
「
烏
の
生
活
と
談
叢
（
藤
沢
衛
彦
）
」
、
「
烏
と
芸
術
（
金
井

紫
雲
）
」
な
ど
は
そ
の
著
し
い
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
ば
読
書
界
の
王
座
を
占
む
る
も
の
は
何
か
と
い
へ
ぱ
、
勿
論
文
学
害
で
あ
る
。
本
館
に
於
て
も
文
学
書
は
貸
付
図
書
冊
数

中
実
に
二
二
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
ふ
高
率
で
、
読
ま
れ
る
種
類
か
ら
い
っ
て
も
、
回
数
か
ら
い
っ
て
も
斬
然
群
を
抜
い
て
常
に
第
一

位
を
保
っ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
ま
た
世
界
的
の
現
象
で
も
あ
る
。
こ
の
文
学
書
中
で
も
最
も
多
く
読
ま
れ
る
の
は
何
と
い
っ
て
も
小

説
で
、
文
芸
懇
話
会
が
前
年
懇
話
会
賞
を
「
紋
章
」
そ
の
他
の
作
家
横
光
利
一
、
「
あ
に
い
も
と
」
其
他
の
作
家
室
生
犀
星
に
授

与
し
、
次
い
で
芥
川
賞
が
石
川
達
三
に
、
直
木
賞
が
川
口
松
太
郎
に
与
へ
ら
れ
た
結
果
、
こ
の
人
々
の
作
品
に
人
気
が
集
中
さ
れ
、

殊
に
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ア
の
多
い
本
館
の
読
者
中
に
は
之
等
諸
家
の
中
で
は
横
光
利
一
の
支
持
者
が
多
く
、
「
紋
章
」
を
始
め
彼

の
作
品
の
閲
読
さ
れ
な
い
日
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
で
は
島
崎
藤
村
、
谷
崎
潤
一
郎
、
夏
目
激
石
、
芥
川
龍
之
介
、
川

端
康
成
、
山
本
有
三
、
林
芙
美
子
等
の
も
の
が
愛
読
さ
れ
て
ゐ
る
。
通
俗
小
説
畑
で
は
何
と
い
っ
て
も
菊
池
寛
が
筆
頭
で
、
吉
屋

信
子
、
久
米
正
雄
、
小
島
政
二
郎
、
加
藤
武
雄
、
牧
逸
馬
等
の
も
の
が
こ
れ
に
つ
ぎ
、
大
衆
小
説
の
分
野
に
於
て
は
一
一
一
上
於
菟
吉
、

吉
川
英
治
、
大
仏
次
郎
、
長
谷
川
伸
、
邦
枝
完
二
、
中
里
介
山
、
野
村
胡
堂
、
矢
田
挿
雲
、
子
母
沢
寛
、
土
師
清
二
、
田
中
貢
太

郎
、
白
井
喬
二
等
の
諸
家
の
も
の
が
常
に
相
当
の
読
者
を
得
て
ゐ
る
。
就
中
藤
村
が
七
年
の
歳
月
を
費
し
揮
身
の
精
力
を
傾
け
て

完
成
さ
れ
た
大
作
「
夜
明
け
前
」
に
対
し
て
は
、
朝
日
の
文
化
賞
が
授
与
さ
れ
た
関
係
か
ら
も
、
此
小
説
が
中
央
公
論
に
掲
載
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
に
拘
ら
ず
、
老
大
家
の
力
作
に
対
し
敬
虚
の
念
を
捧
げ
る
意
味
に
於
て
、
老
若
男
女
の
読
者
に
よ
っ
て
つ
ぎ
つ

ぎ
と
閲
読
さ
れ
つ
Ｌ
あ
る
こ
と
は
図
書
館
に
於
け
る
新
し
き
レ
コ
ー
ド
を
作
っ
た
も
の
と
い
へ
や
う
。



次
に
所
謂
プ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
文
学
に
於
て
は
、
林
房
雄
、
藤
森
成
吉
、
島
木
健
作
、
細
田
民
樹
、
武
田
鱗
太
郎
、
片
岡
鉄
兵
な
ど

の
も
の
が
読
ま
れ
て
ゐ
る
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
文
学
が
近
時
相
当
多
く
の
読
者
を
得
て
ゐ
る
の
は
、
曾
て
の
機
械
的
な
公
式
主
義
を

す
て
、
そ
の
階
級
性
を
稀
薄
に
し
て
、
極
め
て
妥
協
的
な
態
度
を
と
る
に
至
っ
た
事
な
ど
も
こ
れ
が
原
因
の
一
つ
で
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
。
こ
Ｌ
に
も
社
会
情
勢
の
推
移
と
思
想
の
動
き
が
、
か
う
し
た
傾
向
を
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。

さ
ら
に
外
国
文
学
を
一
瞥
す
る
に
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
ロ
シ
ヤ
等
の
作
家
の
紹
介
、
作
品
の
翻
訳
等
は
依
然
と
し
て
盛
観

を
呈
し
、
ト
ル
ス
ト
イ
、
ド
ス
ト
イ
エ
フ
ス
キ
ー
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
、
フ
ロ
オ
ー
ベ
ル
、
ア
ン
ド
レ
・
ジ
イ
ド
、
モ
リ
エ
ー
ル
、
モ

ー
パ
ッ
サ
ン
、
ゲ
ー
テ
等
の
全
集
刊
行
に
伴
っ
て
、
そ
の
閲
読
も
少
く
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
は
最
近
の
閲
読
に
現
は
れ
た
特
殊
傾
向
の
一
斑
で
あ
る
。
勿
論
図
書
館
の
読
者
は
男
女
を
間
は
ず
そ
れ
ぞ
れ
特
定
の
目
的

を
抱
い
て
登
館
す
る
も
の
で
、
随
っ
て
其
閲
読
す
る
図
書
も
千
差
万
別
で
、
渉
猟
す
る
所
は
極
め
て
広
汎
に
亙
り
、
新
著
古
典
必

ず
し
も
一
様
で
は
な
い
。
並
に
は
た
ぜ
和
漢
害
の
閲
読
実
況
に
徴
し
て
、
特
に
顕
著
な
る
娩
近
の
傾
向
と
見
る
べ
き
も
の
を
抄
録

し
た
に
過
ぎ
な
い
。
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こ
う
し
た
読
書
界
の
一
般
的
な
上
昇
傾
向
に
刺
激
さ
れ
て
出
版
業
界
も
活
気
を
呈
し
て
来
た
。
丸
善
の
刊
行
物
は
主
と
し
て
大
日
本

印
刷
株
式
会
社
と
株
式
会
社
三
秀
社
に
よ
っ
て
印
刷
さ
れ
、
製
本
は
荻
村
製
本
所
に
請
け
負
わ
せ
て
い
た
。
元
来
出
版
物
の
主
要
な
資

材
は
印
刷
用
紙
で
あ
り
、
原
則
と
し
て
用
紙
類
は
版
元
で
紙
の
仕
入
を
す
る
の
で
、
所
要
数
量
の
獲
得
の
成
否
は
、
直
接
こ
の
事
業
の

遂
行
に
重
大
な
関
係
を
及
ぼ
す
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
当
事
者
は
用
紙
獲
得
に
異
常
な
熱
情
を
燃
や
し
、
殊
に
日
華
事
変
勃
発
以
後
に



於
け
る
資
材
難
に
際
し
て
は
、
最
善
の
手
を
打
っ
て
之
に
対
処
し
た
。
従
っ
て
昭
和
十
三
年
の
上
半
期
ご
ろ
ま
で
は
、
比
較
的
円
滑
に

入
手
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

然
る
に
同
年
八
月
、
商
一

益
為
困
難
に
な
り
、
十
六
岸

昭
和
十
七
年
で
あ
っ
た
。
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然
る
に
同
年
八
月
、
商
工
省
令
に
よ
る
パ
ル
プ
節
約
の
訓
令
に
基
き
、
急
に
紙
質
が
低
下
し
、
翌
十
四
年
に
な
る
と
用
紙
の
入
手
が

益
為
困
難
に
な
り
、
十
六
年
春
遂
に
用
紙
も
又
統
制
さ
れ
、
配
給
制
度
が
布
か
れ
て
こ
れ
に
従
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
幸
い
に
も

丸
善
は
他
の
一
流
出
版
会
社
と
共
に
良
心
的
な
出
版
業
者
と
評
価
さ
れ
、
用
紙
申
請
量
の
ほ
と
ん
ど
一
○
○
％
を
配
給
さ
れ
た
の
で
あ

っ
た
心
従
っ
て
昭
和
十
六
年
二
月
に
は
出
版
部
の
拡
張
が
取
締
役
会
で
議
決
さ
れ
、
企
画
・
編
輯
の
二
課
を
お
き
部
員
も
約
二
倍
に
増

加
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
出
版
部
の
拡
張
は
、
一
見
時
代
に
逆
行
す
る
か
の
如
く
思
わ
れ
る
が
、
実
は
昭
和
十
五
年
八
月
、
洋

書
の
海
外
注
文
は
、
為
替
管
理
法
強
化
に
よ
る
制
限
で
、
こ
れ
ま
で
洋
書
輸
入
業
者
の
自
粛
に
委
さ
れ
て
い
た
も
の
が
停
止
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
た
め
洋
書
に
代
っ
て
、
比
較
的
進
展
が
望
ま
れ
た
理
工
学
書
の
出
版
を
強
化
す
る
の
が
狙
い
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
外
国

課
か
ら
四
五
名
の
社
員
が
出
版
部
に
移
籍
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
で
幸
い
な
こ
と
に
は
、
昭
和
十
五
年
十
二
月
、
政
府
の
懲
憩
に
よ
り
、
出
版
諸
団
体
が
解
散
し
、
新
た
に
そ
の
月
の
十
九
日

に
日
本
出
版
文
化
協
会
が
発
足
し
、
丸
善
か
ら
は
荒
川
実
が
理
事
に
就
任
し
、
そ
の
他
石
川
実
、
川
井
達
夫
、
八
木
佐
吉
な
ど
も
協
会

並
に
日
本
出
版
配
給
株
式
会
社
な
ど
の
役
員
或
い
は
業
務
委
員
を
兼
務
す
る
こ
と
に
な
り
、
一
方
用
紙
の
割
当
も
、
理
エ
学
・
自
然
科

学
専
門
書
等
の
出
版
は
第
一
級
に
ラ
ン
ク
さ
れ
、
頗
る
有
利
に
展
開
し
た
。
現
在
尚
ド
ル
箱
的
出
版
物
と
目
さ
れ
て
い
る
「
建
築
設
計

資
料
集
成
」
も
、
こ
の
頃
の
企
画
で
、
仕
事
は
順
調
に
進
み
、
そ
の
第
一
集
（
菊
倍
判
三
五
一
一
一
頁
。
定
価
八
円
）
が
出
版
さ
れ
た
の
は



／
煙
、
○

三
宅
願
一
博
士
の
記
録
中
に
、
丸
善
は
外
国
害
の
百
貨
店
と
い
う
べ
き
書
店
で
、
大
抵
の
新
刊
書
は
一
通
り
そ
ろ
っ
て
ゐ
る
。

丸
善
で
も
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
欧
米
の
書
店
は
一
層
完
備
し
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
と
思
っ
て
向
う
の
書
店
に
行
っ
て
見
て
、
そ
の
貧

弱
な
の
に
驚
い
た
。
昭
和
十
二
年
十
一
月
に
渡
米
し
た
際
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
某
書
店
に
行
っ
て
、
こ
れ
は
丸
善
に
あ
っ
た

「
米
国
の
大
学
」
（
シ
日
①
風
８
口
○
○
］
］
①
的
①
の
煙
且
口
昌
ぐ
①
防
旨
＄
）
と
い
う
書
物
を
見
せ
て
呉
れ
と
い
う
と
、
そ
れ
は
専
門
書
を

売
っ
て
ゐ
る
書
店
に
行
か
な
い
と
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
専
門
書
店
に
行
っ
て
見
る
と
、
旧
版
の
分
は
あ
る
が
新
版

は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
行
っ
て
見
て
も
ロ
ン
ド
ン
で
も
ベ
ル
リ
ン
で
も
、
丸
善
の
よ
う
に
完

備
し
た
書
店
は
な
く
、
書
物
を
買
う
の
に
少
な
か
ら
ぬ
不
便
を
感
じ
た
。
古
本
屋
は
イ
ギ
リ
ス
に
も
ド
イ
ツ
に
も
仲
左
立
派
な
完

備
し
た
も
の
が
あ
っ
て
、
こ
の
点
で
は
丸
善
は
遥
か
に
及
ば
な
い
が
、
あ
ら
ゆ
る
新
刊
書
を
一
通
り
そ
ろ
え
て
ゐ
る
点
で
は
、
丸

善
は
正
に
世
界
一
と
い
う
て
も
過
言
で
な
い
と
思
う
と
記
る
さ
れ
、
尚
、
鳥
居
龍
蔵
博
士
や
桑
木
厳
翼
博
士
な
ど
も
、
殆
ど
同
様

二
洋
書
販
売
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と
こ
ろ
で
話
を
再
び
洋
書
に
戻
し
、
日
華
事
変
前
後
か
ら
太
平
洋
戦
争
に
い
た
る
ま
で
の
状
況
に
つ
い
て
記
し
て
見
よ
う
。
己
に
し

ば
し
ば
述
べ
た
よ
う
に
、
ミ
ー
ー
・
デ
パ
ー
ト
に
発
展
し
た
丸
善
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
中
核
を
な
す
も
の
は
、
何
ん
と
言
っ
て
も
洋
書
の

輸
入
販
売
で
あ
る
。
「
洋
書
の
丸
善
」
と
言
わ
れ
た
所
以
も
そ
こ
に
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
今
更
く
り
返
し
て
言
う
必
要
は
な
か

ろ
う
が
、
昭
和
二
十
六
年
版
の
「
丸
善
社
史
」
に
、
此
の
時
期
に
於
け
る
丸
善
の
面
目
を
語
る
挿
話
が
の
っ
て
い
る
か
ら
転
載
し
て
お



の
意
見
を
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
。

こ
の
記
事
か
ら
で
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
海
外
出
版
物
の
輸
入
と
販
売
と
は
、
わ
が
国
文
化
の
発
展
に
貢
献
せ
ん
と
す
る
丸
善
の
使

命
で
あ
っ
た
か
ら
、
書
籍
部
の
業
務
の
大
半
が
こ
れ
に
集
中
さ
れ
、
日
華
事
変
直
前
頃
は
、
本
邦
に
於
け
る
輸
入
外
国
書
籍
の
約
九
○

％
を
取
扱
っ
て
い
た
。
し
か
し
昭
和
十
二
年
東
亜
の
風
雲
が
愈
を
け
わ
し
く
な
る
と
、
同
年
六
月
か
ら
洋
書
の
輸
入
取
締
が
強
化
さ
れ
、

こ
の
衝
に
当
っ
た
も
の
の
苦
労
は
尋
常
一
様
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
間
の
事
情
を
物
語
る
好
個
の
記
録
が
あ
る
か
ら
、
委
し
く
は
そ
れ

に
譲
る
こ
と
に
す
る
。

田
辺
満
州
事
変
が
お
こ
っ
て
か
ら
思
想
的
な
本
を
取
り
ま
す
と
内
務
省
の
警
保
局
が
や
か
ま
し
く
検
閲
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

石
川
警
保
局
は
輸
入
さ
れ
て
市
販
さ
れ
る
も
の
を
検
閲
し
、
税
関
は
通
関
の
際
に
検
閲
す
る
と
い
う
制
度
に
な
っ
て
来
た
。

（
注
十
二
年
九
月
輸
入
品
等
臨
時
措
慨
法
施
行
）

田
辺
昭
和
十
二
年
一
月
に
輸
入
為
替
許
可
制
が
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
洋
書
の
輸
入
も
実
績
に
よ
り
無
為
替
輸
入
許
可

証
の
交
付
を
受
け
、
送
金
に
は
そ
の
許
可
証
の
番
号
を
附
し
て
許
可
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

石
川
昭
和
十
四
年
十
二
月
に
内
閣
情
報
局
が
設
置
さ
れ
、
図
書
の
出
版
販
売
関
係
の
監
督
官
庁
と
な
り
、
洋
書
の
輸
入
も
そ
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昭
和
四
十
二
年
三
月
一
一
一
十
日
、
本
社
会
議
室
に
於
て
、
「
太
平
洋
戦
争
前
後
に
於
け
る
洋
書
輸
入
事
情
」
と
云
う
テ
ー
マ
で
、
当
時

こ
の
業
務
の
首
脳
と
し
て
活
躍
し
た
輸
出
部
参
与
石
川
実
と
洋
書
第
一
課
長
田
辺
寛
と
の
対
談
会
を
開
い
た
。
そ
の
内
容
は
細
大
洩
さ

ず
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
今
そ
の
う
ち
か
ら
必
要
な
個
所
を
抄
録
し
て
見
よ
う
。



の
管
轄
下
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
洋
書
輸
入
審
議
会
が
創
設
さ
れ
た
。
十
五
年
か
十
六
年
で
あ
っ
た
と
思
う
。
陸
。
海

軍
、
文
部
・
大
蔵
・
外
務
各
省
の
関
係
各
員
で
構
成
さ
れ
、
洋
書
輸
入
業
者
の
グ
ル
ー
プ
、
洋
書
輸
入
懇
話
会
を
代
表
し
て
丸
善

の
山
崎
取
締
役
と
石
川
外
国
課
長
が
、
随
時
要
請
に
よ
っ
て
会
合
に
出
席
し
た
。

田
辺
そ
れ
が
洋
書
輸
入
審
議
会
で
す
ね
。

石
川
こ
ち
ら
に
も
そ
れ
に
対
応
し
て
三
月
三
日
に
海
外
出
版
物
輸
入
同
業
会
と
い
う
の
が
十
九
社
で
も
っ
て
結
成
さ
れ
て
、

丸
善
が
理
事
長
に
な
っ
て
三
越
、
一
一
一
省
堂
、
南
江
堂
、
パ
ー
ト
商
会
、
国
際
書
房
が
理
事
に
な
っ
た
。
（
略
）
一
番
シ
ョ
ッ
ク
だ

っ
た
の
は
独
ソ
開
戦
だ
。
シ
ベ
リ
ア
経
由
便
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
っ
た
。
（
注
昭
和
十
六
年
六
月
二
十
二
日
、
独
ソ
開
戦
）

そ
れ
ま
で
は
と
に
か
く
仲
友
賑
や
か
に
洋
書
が
入
っ
て
来
た
の
だ
か
ら
。

田
辺
特
に
ド
イ
ツ
の
本
が
沢
山
入
っ
て
い
る
。
僕
の
記
憶
で
は
ド
イ
ツ
の
本
は
医
書
と
機
械
関
係
の
本
が
多
か
っ
た
で
す
ね
。

理
化
学
、
自
然
科
学
も
ど
ん
ど
ん
入
っ
て
来
ま
し
た
。
特
に
機
械
の
本
は
沢
山
入
っ
て
ま
し
た
。
の
冒
旨
鴨
局
社
の
工
学
書
は
い

く
ら
取
っ
て
も
間
に
合
わ
な
い
位
で
あ
っ
た
。
（
略
）
シ
ベ
リ
ヤ
便
の
杜
絶
後
し
ば
ら
く
は
若
干
ス
イ
ス
経
由
で
も
っ
て
入
っ
て

く
る
の
も
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
だ
ん
だ
ん
駄
目
に
な
り
、
遂
に
全
面
的
に
杜
絶
し
た
。

石
川
そ
れ
で
い
よ
い
よ
全
面
的
に
入
ら
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
当
時
の
統
計
を
見
る
と
ご
く
少
し
ず
つ
、
わ
ず
か
な
が
ら
入

石
川
そ
れ
で
い
Ｌ

っ
て
い
た
の
で
す
ね
。
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田
辺
こ
れ
は
山
崎
取
締
役
と
桜
井
さ
ん
が
上
海
に
行
か
れ
て
国
○
○
丙
昌
国
風
な
ど
で
、
む
こ
う
に
あ
っ
た
洋
書
を
あ
る
だ
け

買
っ
て
来
た
の
が
入
っ
て
い
る
の
で
す
。
あ
と
は
孤
児
院
凶
‐
丙
四
‐
雪
国
（
上
海
徐
家
涯
土
山
湾
印
害
館
）
が
上
海
で
出
版
を
し
て



こ
の
対
談
記
録
は
ま
だ
ま
だ
続
く
が
、
こ
こ
に
現
書
籍
仕
入
部
長
桜
井
喜
代
志
の
名
前
が
出
た
の
で
、
そ
の
手
柄
話
を
聞
く
こ
と
に

洋
書
が
入
ら
な
く
な
り
ま
し
て
上
海
経
由
で
取
る
方
法
は
な
い
か
と
い
う
の
で
、
私
と
上
司
の
山
崎
民
雄
取
締
役
と
が
上
海
へ

行
き
ま
し
た
。
太
平
洋
戦
争
の
始
ま
る
直
前
、
そ
の
時
マ
ニ
ラ
経
由
で
上
海
ま
で
は
洋
書
が
来
て
い
た
の
で
、
こ
れ
を
日
本
へ

ど
う
し
て
持
っ
て
来
る
か
色
点
調
査
と
交
渉
を
重
ね
た
結
果
、
正
式
の
形
で
は
入
ら
な
い
の
で
す
が
、
漸
く
ル
ー
ト
が
つ
い
て
入

る
見
透
し
が
つ
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
現
地
の
病
①
］
々
四
目
言
巳
農
で
や
っ
て
く
れ
る
と
い
う
事
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。
只
だ
支

払
が
出
来
な
い
。
し
か
し
特
円
と
い
う
の
が
あ
る
の
だ
そ
う
で
し
て
（
そ
こ
で
は
じ
め
て
知
っ
た
の
で
す
が
）
交
戦
国
間
で
送
れ

る
円
が
あ
り
軍
が
押
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
を
出
し
て
く
れ
れ
ば
良
い
と
い
う
の
で
帰
っ
て
来
て
軍
に
話
し
ま
し
た
ら

特
円
を
出
そ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
て
ｌ
軍
の
方
も
洋
書
が
ど
う
し
て
も
欲
し
い
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
上
海
へ
出
か

け
た
の
で
す
か
ら
ｌ
と
こ
ろ
が
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
っ
て
、
総
て
駄
目
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
頃
の
上
海
の
冒
辱

画
且
弓
巴
昏
に
は
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
出
版
書
は
あ
り
ま
し
た
が
、
殆
ん
ど
当
時
の
上
海
版
と
い
う
海
賊
版
で
棚
が
埋
っ

て
い
ま
し
た
。

い
て
そ
こ
に
あ
っ
た
本
を
買
っ
て
来
た
。

（
注
孤
児
院
印
刷
所
の
原
名
は
、
月
日
胃
目
①
国
の
一
四
冒
涜
の
〕
目
○
四
啓
○
冒
巨
①
○
号
ぽ
①
旨
鼻
骨
目
目
‐
駅
‐
量
ぶ
》
両
脇
の

、
缶
凹
ロ
呼
出
巴
）
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一
つ
面
白
い
事
が
あ
り
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
租
界
の
中
に
凶
‐
属
甲
言
①
』
と
い
う
孤
児
院
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
こ
へ
行
く
の
は

日
本
租
界
か
ら
ガ
ー
デ
ン
。
ブ
リ
ッ
ヂ
を
越
え
て
行
か
ね
ば
な
ら
ず
危
険
で
生
命
の
保
障
は
出
来
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

と
に
か
く
そ
こ
の
出
版
書
を
買
付
け
た
く
て
自
動
車
で
行
き
ま
し
た
ら
ぐ
胃
偉
肝
の
旨
○
さ
但
呂
①
、
と
い
う
有
名
な
叢
書
が
沢
山

あ
り
ま
し
て
、
そ
れ
を
随
分
買
い
込
み
ま
し
た
。
お
金
を
持
っ
て
行
き
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
取
引
先
の
木
村
公
司
で
立
替
え
て
も

ら
っ
て
。
そ
の
帰
途
国
○
○
丙
冒
四
鼻
と
い
う
看
板
が
掛
っ
て
い
る
古
本
屋
を
見
付
け
そ
こ
へ
入
り
ま
し
た
ら
当
時
日
本
で
は
仲
為

手
に
入
ら
な
い
本
が
大
変
安
い
の
で
ｌ
特
に
東
洋
関
係
の
も
の
催
１
次
か
ら
次
へ
抜
き
出
し
て
買
い
ま
し
た
ら
「
お
前
は
ど

こ
だ
」
と
言
い
ま
す
の
で
、
「
丸
善
だ
」
と
言
い
ま
す
と
、
地
下
へ
連
れ
て
行
か
れ
ま
し
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
貴
重
な
古
本

が
ぎ
っ
し
り
詰
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
随
分
買
っ
て
日
本
に
送
り
ま
し
た
。
（
昭
和
四
十
二
年
十
二
月
二
十
六
日
於
社
史
編

纂
会
議
、
桜
井
喜
代
志
委
員
談
）
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桜
井
は
微
笑
を
た
Ｌ
え
な
が
ら
、
こ
う
語
っ
て
い
た
が
、
今
で
は
よ
き
思
い
出
に
な
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
恐
ら
く
そ
の
当
時
は
、

肌
を
決
し
て
東
奔
西
走
、
し
ば
ら
く
も
席
が
暖
ま
る
こ
と
は
な
か
っ
た
ろ
う
。
こ
う
し
た
努
力
が
つ
づ
け
ら
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
十
一
一
一
年
に
は
欧
州
の
国
際
状
勢
が
、
益
を
悪
化
し
、
こ
の
た
め
英
・
米
。
仏
各
国
か
ら
の
輸
入
量
が
次
第
に
減
じ
た
が
、
友
好
関

係
に
あ
っ
た
ド
イ
ツ
か
ら
の
輸
入
は
か
え
っ
て
増
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
尤
も
英
・
米
・
仏
か
ら
の
輸
入
は
主
と
し
て
海
路
を
利
用

し
た
が
、
こ
れ
に
は
相
当
の
時
日
が
要
し
た
こ
と
と
、
危
険
度
が
次
第
に
増
し
て
来
た
こ
と
も
主
要
な
原
因
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
引
き

換
え
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
を
利
用
す
る
方
が
捷
径
で
あ
り
、
ま
だ
日
・
露
・
独
の
国
際
状
勢
も
左
程
緊
迫
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
見
落



自
昭
和
十
一
年
至
同
十
五
年
に
於
け
る
外
国
書
籍
輸
入
一
覧
表
（
金
額
・
円
）

自
昭
和
十
一
年
至
同
十
五
年
に
於
け
る
当
社
取
扱
い
の
外
国
書
籍
輸
入
一
覧
表
（
金
額
・
円
）

す
わ
け
に
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
此
の
間
の
消
息
を
物
語
る
も
の
と
し
て
二
つ
の
統
計
を
挙
げ
て
見
よ
う
。
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（
海
外
出
版
物
輸
入
同
業
会
調
べ
）
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八
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垂
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八
九
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］
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四
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六
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一
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九
六
一
〈

一
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赤
土
、
九
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一
墨

一
、
樫
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●
芯
、
四
罪
一
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ー
、
や
一
〈
霊
、
一
一
一
つ
垂

一
、
一
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五
、
四
究
九

ぺ
脚
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八
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》
、
七
ニ
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八
六
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・
、
く
つ
一
、
両
九
一
》
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一
、
五
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一
八
、
五
七
一
》

一
一
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岬
、
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垂
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六
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辛
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ニ
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ー
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ニ
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率
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鶏
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独
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完
九
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赤
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】
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唖
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｝
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一
・
、
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〕
五
八
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ハ
ロ
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。
、
○
一
一
一
一
一
一
、
一
つ
つ
一
、
一
一
六
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、
六
つ
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》
・
毒
、
八
や
土
、
八
○
つ
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○
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、
九
｛
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や
、
Ｃ
一
七
、
七
・
○

九
皆
毎
、
垂
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一
、
器
〈
一
一
言

一
、
雲
○
九
一

一
、
一
一
②
一
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》
里

一
、
両
ロ
六
一

》
、
七
〈
一
一
一
一

一
一
、
○
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六
、
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九
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一
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一
ロ
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超
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九
八
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四
つ
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》
九
一
、
四
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ロ

》
四
一
、
口
凸
○
つ

八
口
、
土
ロ
ロ

、
土
｛
〕
〔
）

一
一
一
ハ
ハ
、
墨
つ
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．
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］
、
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共
他
の
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岡
一
言



そ
の
一
つ
は
丸
善
及
び
洋
書
輸
入
同
業
会
が
取
扱
っ
た
年
間
輸
入
総
額
の
一
覧
表
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
ア
ナ
ウ
ン
ス
メ
ン
ト
所
載

の
輸
入
書
籍
の
分
類
別
年
間
総
数
で
あ
る
。
（
Ｓ
は
昭
和
の
略
）

『
、

い
め
『

い
、
⑦

四
○
ｍ
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司
琶
８
］
○
ぬ
望
倖
”
の
］
荷
ざ
画

尉
》
言
］
。
、
○
勺
ご
電
陣
宅
の
望
。
毒
ｇ
ｏ
伽
藍

同
ロ
ロ
。
凹
薗
Ｏ
ｐ

ｍ
ｏ
ｇ
ｏ
］
○
ぬ
望
砕
の
Ｃ
ｓ
呉
司
○
］
萱
８

齢
四
三
『

圃
○
］
律
旨
昌
の
ｇ
の
ご
○
の

同
。
○
国
○
日
旨
、

、
白
昼
骨
己
の
Ｈ
ｏ
の
①
序
ｐ

耐
蝕
ロ
輯
巨
幽
唄
崩
）
勺
宣
］
巳
○
噸
目
陣
の
言
．

国
亘
ざ
ぬ
愚
ご
毒
弓
砕
げ
き
愚
ご
陣
曾
口

の
冨
唾
の
註
８
章
侭
の
胃
園
８
汽
陣
の
言
．

〕
○
二
曽
昌
討
日
》
ｚ
⑦
急
の
司
悼
ご
閏
の
倖

の
芹
○
．

伊
詳
①
吋
卸
今
回
獄
⑦

勺
○
の
茸
昌
》
ロ
国
日
四
》
自
営
の
錘
舜
旨
巳

屑
暑晋

CｐｔＯＣｐ司心ＣＤ□』勺１，ａ
Ｇｑ鰐“－ｑ〔０ｔｏ“･吟ＯＣｐ司
悼。．－ｑｒＯ〔心訂ｍＣＣＦ４心｡○唖

四
ｍ

腿ら埼岳ｇ〈ｎｍ
Ｆ４ 岸＆

へ ｑＯ１Ｃ１ＨｰＣＯＯ｡０１。

シ
の
胃
○
口
。
白
］

砲
声
稲
旨
、
陣
ｚ
農
匡
吋
巴
、
ｇ
の
ロ
８
旨

の
①
ロ
の
Ｈ
巴

○
ず
の
冒
邑
の
痔
妹
望

雨
宮
望
巴
○
ぬ
国
も
彦
望
陣
の
８
一
○
館
望

塁
昌
胃
巴
屋
儲
時
（
）
崎
罰
》
切
旨
」
○
ぬ
『
》

園
○
国
ロ
望
砕
Ｎ
Ｏ
Ｏ
］
○
ぬ
望

宴
［
の
ロ
》
。
〕
ご
①

缶
唄
国
Ｃ
ａ
目
Ｈ
の
》
の
周
回
の
口
冒
い

ぽ
一
く
①
、
庁
○
○
〆
司
勝
彦
の
葛
望
①
幹
。
．

○
琶
⑦
日
旨
巴
自
の
、
ロ
ロ
ｏ
】
。
、
喝
伸

二
【
“
ロ
ロ
【
煙
○
斤
巨
尉
の
、

同
国
瞬
旨
の
①
昌
口
胆
芦
目
の
①
ロ
の
吋
巴
》
○
ご
監

固
ご
頓
言
⑦
⑦
蔑
己
“
の
言
．

】
［
の
ｏ
彦
箆
ロ
甘
昌
同
己
い
ざ
⑦
の
風
口
、

固
］
の
ｏ
胃
胃
巴
同
旨
唱
琶
の
⑦
塊
冒
函

。》畠つ
凸ｑＯＴ心。

９．
ｔ､、 画

『
①
⑲

］
》

い、ロ】ロコ
心惇ロコ 、

哩

吟
画
『

Ｃ．０３０
巴ｑＣＯロ》

[,｡［Ｑｍ
ＣＣ卜些０ｺ ＥＯＣ｡

･Ｄ星

“
】

得
、 “

』

･．心｡ロコ［､、ｰ&nｏ岸４
ＣＣＣＣ画画程《●Ｃロ
《ロｏ←自到骨“｡】－ｑ浄

安
器
幽
門
四

樟
④
】

○
旨
の
巴
顛
。
“
璽
○
ロ

、
．
、

、
や
胃
。

、
、
胃
、

○
富
め
の
寓
旨
国
威
○
口

一
の
。
⑮

一
ｍ
．
衿
つ

一
ｍ
。
胃
唾



］
画
。

画
Ｃ
Ｏ

』
“
、

］
、
、

言
う
ま
で
も
な
く
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
は
、
欧
州
の
風
雲
急
を
告
げ
、
独
。
伊
の
攻
勢
は
日
増
に
激
し
く
な
り
、
イ
タ
リ
ア
の

ア
ル
バ
ー
ー
ァ
占
領
、
ド
イ
ツ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
侵
入
か
ら
英
。
仏
の
対
独
宣
戦
と
な
り
、
遂
に
第
二
次
世
界
大
戦
に
ま
で
発
展
す
る
に
い

た
っ
た
歴
史
的
な
年
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
刺
激
さ
れ
た
わ
が
読
書
界
も
、
欧
州
の
状
勢
に
目
を
転
じ
、
殊
に
戦
争
に
関
す
る
書
籍
雑
誌

る
だ
ろ
う
。

今
こ
れ
ら
の
表
に
よ
っ
て
各
年
代
毎
に
要
求
さ
れ
た
洋
書
の
傾
向
を
知
る
上
で
の
よ
き
手
懸
り
と
な
り
、
ま
た
丸
善
の
洋
書
取
扱
量

が
こ
の
五
年
間
に
我
国
に
於
け
る
総
取
扱
量
の
実
に
八
○
％
強
の
率
を
占
め
、
如
何
に
洋
書
輸
入
に
力
を
入
れ
て
い
た
か
が
理
解
出
来

缶
詳
、
》
冨
○
武
○
ロ
国
。
目
儲
の
⑦
汀
．

ｚ
ｏ
ぐ
巴
の
》
”
○
日
、
口
８
ｍ
》
の
８
国
①
叩
》

旬
日
尉
望
目
巴
①
、
倖
］
戸
ぐ
①
日
〕
①
面
○
○
丙
の

句
旨
①
缶
Ｈ
扇

衿
月
冨
訂
。
冨
昂
①

星
［
口
の
』
○

砲
ロ
○
庁
Ｏ
ｍ
Ｈ
ｍ
ロ
ロ
］

Ｐ
日
ロ
の
①
日
①
ロ
誌
陣
ｍ
ｐ
ｏ
Ｈ
厨

口
○
日
①
の
陣
ｎ
ｍ
ｇ
の
ロ
８
件
両
武
迫
ロ
①
芹
①

碧
自
口
庁
宮
①
汽
口
四
陣
○
の

器
嗣
ロ
ｇ
ｏ
］
。
ｇ
の
島
四
郎
叫
叶
器
器
胃
、
胃
の
。
冨
尉
の
畔
叫
吋
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四
℃
画

画
Ｐ
、

唖
Ｈ
画

、
》
い
①
『

】
四
Ｃ

得
心
骨

芦
吟
骨

冨
言
旨
餌
陣
旨
①
菌
］
旨
吋
唖
］

ｚ
四
ぐ
巴
陣
冒
建
倖
日
韓
の
９
①
口
８

缶
具
○
日
ｏ
豆
］
の
陣
Ｐ
①
ｇ
ｐ
ｍ
口
威
８

の
①
○
ｍ
目
ご
声
望
》
巨
凹
己
、
》
シ
ご
勝
①
の

①
侍
○
・

国
○
，
３
℃
ロ
唇
仲
田
勝
８
吋
『

缶
ご
房
３
℃
○
］
○
ｍ
］
件
湧
Ｈ
ｏ
彦
尉
○
］
○
ｍ
望

固
口
黒
図
画
シ
の
薗
煙
ロ
ロ
津
の

ｚ
ｇ
ｍ
ロ
ヮ
○
口
肘

目
○
叶
巴

印
Ｃ
、

い
い
①

】
、
心

い
い
、

博
司
狸
心
つ

い
い
』

、
吟
の

函
四
ｍ

程
司
ｏ

梓
』
四

国
つ
『
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な
ど
の
売
行
が
目
立
っ
て
良
好
に
な
っ
た
。
即
ち
ド
イ
ツ
も
の
で
は
、
震
Ｑ
目
、
①
乱
薗
ｌ
属
域
の
、
の
‐
勺
巨
』
○
の
ｇ
宮
①
ご
貴
国
ｏ
茸
の
１
両
＆
ｇ

目
巳
の
号
昌
の
目
①
ｚ
昌
目
》
》
、
又
独
。
英
・
仏
・
伊
語
版
の
戦
争
画
報
《
へ
の
侭
目
］
こ
は
羽
が
生
え
た
よ
う
に
売
れ
て
行
っ
た
。
そ
の

他
特
に
目
立
っ
た
も
の
と
し
て
は
英
文
学
で
は
民
］
煙
冒
の
の
］
○
胃
①
ｌ
白
昌
の
の
①
の
》
》
及
び
賞
勺
①
胃
］
国
月
丙
ｌ
の
○
＆
因
胃
啓
ご
等
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
欧
州
諸
国
と
の
商
取
引
か
ら
予
想
さ
れ
る
こ
と
は
、
将
来
洋
書
の
輸
入
が
困
難
に
な
る
だ
ろ
う
と
言
う
こ
と
で
あ
っ

た
か
ら
、
首
脳
部
は
書
籍
部
機
構
の
一
部
改
正
を
断
行
し
、
審
査
課
内
の
古
書
係
を
主
体
と
し
、
仲
間
課
及
雑
誌
課
の
古
書
扱
い
を
併

合
し
た
古
書
課
を
新
設
し
、
昭
和
十
五
年
五
月
十
五
日
か
ら
そ
の
業
務
を
開
始
し
た
。
昭
和
十
六
年
一
月
号
の
「
学
鐙
」
に
初
め
て
古

書
目
録
の
欄
が
登
場
し
、
読
者
の
注
文
に
応
じ
て
い
る
。
尤
も
こ
の
柵
は
十
月
号
で
廃
止
さ
れ
た
が
、
そ
の
十
か
月
間
に
記
載
さ
れ
た

点
数
は
、
重
複
を
も
含
め
て
、
総
数
五
三
六
部
に
達
し
て
い
る
。


